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環境政策課 環境政策係

１ 環境施策推進事業

あきる野市環境基本計画に基づく環境施策の推進や市民及び市内事業所への環境対策の普及啓発

事業を実施した。

（１）あきる野市環境審議会

環境政策にかかる計画、報告書等について審議する。令和５年度は、諮問案件がなかったため、

開催しなかった。

（２）あきる野市都市環境審議会

都市環境に重大な影響を及ぼすと考えられる案件を審議する。令和５年度は、諮問案件がなか

ったため、開催しなかった。

（３）あきる野市環境委員会

ア あきる野市環境基本計画に掲げる事業の進捗状況の点検評価や市、市民及び事業者の協働に

よる取組の企画・推進を行った。

イ 業務委託

（４）港区環境交流事業

あきる野市と港区の子どもたちが、互いの異なる自然環境について理解を深めるため、両自治

体の交互開催で交流会を行っている。令和５年度は、あきる野市にて、竹のおはし作り、川で生

きもの探し、川あそびを行った。

開 催 日 内 容

令和５年 ４月２６日

１ 令和４年度活動実績及び令和５年度活動スケジュールについ
て

２ 「第二次あきる野市環境基本計画等 施策進捗状況調査票」
について

３ 環境フェスティバルについて
４ 新省エネ型生活１０か条について

５月１３日

エコライブあきる野環境フェスティバル 2023「環境コーナー」

への参加（グリーンカーテン用ゴーヤ苗の配布、地球温暖化につ

いての展示など）

６月２７日

１ 「第二次あきる野市環境基本計画等 施策進捗状況調査票」
について

２ 令和５年度「知る」活動について
３ 新省エネ型生活１０か条について

８月３０日

１ 環境基本計画等施策進捗状況の点検評価の確認について
２ 環境基本計画等に対する環境委員会からの意見のとりまとめ
について

３ 環境白書の案について
４ 「知る」活動について

９月２７日
１ 環境白書の案について
２ 「知る」活動について
３ 第三次環境基本計画策定後の環境白書作成に向けて

１１月１３日 「知る」活動（西秋川衛生組合見学）

１２月２０日
１ 「知る活動」について
２ 令和６年度の環境フェスティバルのブースについて

令和６年 １月２５日
令和６年度 環境フェスティバル環境委員会出展ブースについて
(展示テーマ、展示物の内容、展示物作成方法の決定)

２月１３日 「知る」活動(八王子水再生センター)

件 名 内 容 委 託 料（円）

環境白書作成業務 環境白書の作成支援 １，１００，０００
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（５）グリーンカーテン普及事業

省エネ対策や夏の節電対策として効果のあるグリーンカーテンの普及啓発を行った。

ア ゴーヤ苗の市民配布

あきる野環境フェスティバル会場内において、環境委員会と共同で、来場者に対しゴーヤの

苗の無料配布を行った。

イ 公共施設でのグリーンカーテンの取組

子どもたちをはじめ市民への普及啓発のため、五日市出張所、保育園、小学校、五日市郷土

館等に計１００本のゴーヤの苗を配布し、グリーンカーテンの実施を促進した。

ウ グリーンカーテン写真募集

市民及び市内事業者への普及啓発の一環として、グリーンカーテンの写真募集を実施した。

市民等から提供された写真は、市ホームページ、五日市出張所及び中央図書館で展示した。

グリーンカーテン写真募集 応募件数 １１件

（６）エコドライブの推進

安全運転とともに、二酸化炭素排出量の少ない運転となるエコドライブの普及事業を実施した。

ア 「わたしのエコドライブ宣言」の実施

「わたしのエコドライブ宣言」の参加者に、車両貼付用エコドライブ啓発マグネットシート

を配布した。

参加者数 ３６人

イ 普及啓発の取組

エコドライブの普及のため、庁用自動車へのエコドライブ啓発ステッカーの貼付を継続する

とともに、市職員が市民の模範となるよう、給油時の記録による庁用自動車の燃費把握を行っ

た。

（７）小さな子どものためのおさんぽ会

小さな子どもたちに、本市の恵まれた自然とじっくり向き合う機会を提供し、本市の自然環境

の担い手となる人材を育成するため、環境委員会の下部組織である「森のようちえん部会」の主

催により、未就学児とその保護者を対象とした「小さな子どものためのおさんぽ会」やこれまで

の参加者を対象とした「小さな子どものためのおさんぽ会」（特別企画）を実施した。

ア 「小さな子どものためのおさんぽ会」

開 催 日 内 容 会 場

令和５年 ８月 ２日

「竹のおはし作り、川で生きもの探し、川
あそび」
参加者

１ あきる野市１２人（小学３、４年生）
２ 港区 １２人（小学３、４年生）

小宮ふるさと自然体
験学校と周辺

配 布 日 内 容

令和５年 ５月１３日
あきる野環境フェスティバル（環境コーナー）
ゴーヤ苗の配布 ７５０ポット（１人３ポット、２５０人）

開 催 日 場 所 参 加 者 数

令和５年 ４月１６日 菅生地区の鯉川 ４組１０人

５月２１日 大澄山 ２組 ５人

６月１８日 高瀬耕地 ７組２２人

７月 ９日 草花公園水路 ７組１８人

９月１７日 瀬戸岡歴史環境保全地域 ５組１３人

１０月２２日 秋川上流 ８組２３人
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イ 「小さな子どものためのおさんぽ会」（特別企画）

（８）あきる野環境フェスティバル

出展者等が行う環境に関する様々な体験や体感を通じて、来場者が環境の保全について関心と

理解を深めるとともに、環境について活動を始める契機となるイベントとして、あきる野環境フ

ェスティバル運営委員会との共催により、「エコライブあきる野環境フェスティバル２０２３」

を実施した。

ア 開催日 令和５年５月１３日

イ 会 場 都立秋留台公園

ウ 入場数 約２，０００人

エ 内 容

（ア）環境コーナー 出展数 ２２団体

（イ）飲食コーナー 出店数 ５店

（ウ）ステージ 出演数 ４団体

（エ）フリーマーケット 出店数 ６０店

（オ）リサイクル品（家具等）抽選会 出品数 ２３品

（カ）配布・講習会コーナー

ａ 廃食油石けんの配布 ２２２個配布

ｂ ゴーヤ苗の配布 ７５０ポット配布

ｃ 生ごみ処理堆肥化講習会 ２９人参加

２ ふるさとの緑地に関する事業

豊かな緑を確保するとともに、良好な緑地環境を維持するため、あきる野市緑地保全審議会の運

営、保存緑地の管理、緑化指導等を行った。

（１）あきる野市緑地保全審議会の運営

緑の保全と緑化の推進に寄与する保存緑地の指定に関し、審議をする。令和５年度は諮問案件

がなかったため、開催しなかった。

（２）保存緑地制度の運用

保存緑地制度の運用により、市内の良好な緑の確保に努めた。

ア 保存緑地の管理

市の管理する保存緑地について、業務委託等により、剪定、整理伐採等を行い、適正な状態

を維持した。

イ 保存緑地に対する補助金の交付

保存緑地に指定された樹林地及び屋敷林の管理に対する補助金と、樹木の枯死等を防止する

ための経費に対する補助金を交付した。

１１月１９日 弁天山(のんびりコース) ３組 ８人

(がんばりコース) ６組１５人

令和６年 ３月１７日 横沢入里山保全地域 ７組２３人

開 催 日 場 所 参 加 者 数

令和５年 ８月２７日 小峰公園 ６組１６人

１２月１０日 小宮ふるさと自然体験学校 ９組２８人

件 名 内 容 委 託 料（円）

保存緑地管理業務 草刈り、剪定及び伐採 ８件 ８３５，４８０
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（３）緑化の指導等

ア ふるさとの緑地保全条例に基づく指導

５００㎡以上の面積の敷地における建築物、工作物等の設置や宅地造成その他土地の区画形

質の変更の行為に対し緑化の指導を行い、届出書を受理した。

（ア）緑化計画書の届出 ７件

（イ）宅地造成等に関する届出 １５件

イ 工場立地法の届出

工場立地法による特定工場の新設や増設などに伴い、工場立地法及び工場立地法地域準則条

例に基づき、緑地の確保等の指導を行い、届出書の受理などを行う。令和５年度は、新設、変

更又は廃止の届出がなかったため、受理件数なし。

（４）横沢入里山保全事業

里山保全地域に指定されている横沢入地区の管理運営事業を実施した。

ア 横沢入里山保全地域運営協議会への出席

開催なし

イ 拠点施設等の管理

東京都からの委託により、横沢入地区の拠点施設等の管理を実施した。

ウ 業務委託

３ 生物多様性保全事業

市内の自然環境の保全と活用を図るに当たり、生物多様性あきる野戦略に基づき、生態系の保全

のため、あきる野市生きもの会議を運営するとともに、外来生物対策等を実施した。

（１）あきる野市生きもの会議

生物多様性あきる野戦略の推進のため、市内に生息し、又は生育する希少生物の保全方策等の

検討を行う。令和５年度は下部組織である検討部会で、あきる野市版レッドリスト（昆虫）原案

の作成について検討を開始した段階であるため、本会議は開催しなかった。

（２）あきる野市版レッドリスト検討部会

あきる野市版レッドリスト検討部会である昆虫部会は、あきる野市版レッドリスト（昆虫）の

原案作成に向けリストの整理を行うとともに、ライトトラップ調査を開始した。

件 名 内 容 補 助 金 額（円）

保存緑地補助金（樹林地） ２か所 ５，６７０㎡ １１４，８６８

保存緑地補助金（屋敷林） １件 １０，０００

樹木管理費補助金 ０件 ０

件 名 内 容 委 託 料（円）

里山保全地域管理業務

１ 利用者や自然環境の状況等の確認のため
の保守巡回

２ 草刈・不法投棄物・一般ごみ回収などの
保守管理

３ 拠点施設の安全管理

３，１５３，０００

拠点施設清掃等業務
１ 施設内のトイレの清掃
２ 施設内の清掃

１４３，９７３

浄化槽保守点検業務
１ 浄化槽の維持管理
２ 浄化槽の汚泥汲取り及び清掃

１２７，６００

地区内設備修理等業務
１ 地区内の倒木処理
２ 地区内の草刈・伐採等
３ 浄化槽モーター交換等

４１６，３５０
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会議開催 １回

ライトトラップ調査実施回数 ３回

（３）あきる野市自然環境調査

生きもの会議の下部組織として自然環境調査部会を組織し、各班において自然環境調査を行う

とともに、保全に関する検討を行った。

ア あきる野市自然環境調査部会

イ 業務委託

自然環境調査業務委託料 ５６１，０００円

（４）外来生物対策

生態系に被害を与えている外来種（アライグマ、ハクビシン、オオキンケイギク、オオブタク

サ、クビアカツヤカミキリ、アメリカザリガニ、アカミミガメ）について、対策を実施した。

ア アライグマ及びハクビシン

あきる野市自然環境調査部会、森林レンジャーあきる野の調査結果及び市民による目撃情報

を基に生息場所を特定し、市民及び地権者等の協力の下、市内全域で捕獲を行った。

イ オオキンケイギク

市民参加の除草イベント「外来植物除去作戦」は、以前から実施していた場所のオオキンケ

イギクの除草が進んだためイベントを開催せず、職員のみで除草を行った。

ウ オオブタクサ

東京都が主催する平井川流域連絡会と合同で「平井川オオブタクサ除去作戦」を開催し、市

民、平井川流域連絡会会員、東京都西多摩建設事務所及び市職員で除草を行った。

エ クビアカツヤカミキリ

市職員による公共施設の調査結果及び市民による目撃情報等を基に寄生場所を特定し、成虫

の捕殺及び幼虫の駆除を行った。また、被害木又は被害を受けるおそれがある樹木の所有者又

は管理者が行う防除又は伐採に要する経費の一部を補助した。

開 催 日 内 容

令和５年 ４月２７日
１ 令和４年度活動報告及び決算について
２ 令和５年度活動計画及び予算について

令和５年１２月１５日
１ 自然環境調査部会の予算関係について
２ 昆虫レッドリストについて

令和６年 ３月２１日
１ 令和５年度の活動報告及び決算の作成について
２ 令和６年度の活動計画及び予算の作成について

実 施 日 内 容

令和５年４月１日
～令和６年３月３１日

１ 実施箇所等
わな設置箇所 ２４地区 ５１か所
その他捕獲 ３地区 ３か所

２ 捕獲実績
（１）アライグマ ５６頭 （２）ハクビシン １２頭

実 施 日 従 事 者 数（人）

令和５年 ６月１４日 ２

実 施 日 従 事 者 数（人）

令和５年 ７月２２日 １４
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（ア）被害木等の状況

（イ）補助金

オ アメリカザリガニ

市民参加のイベントなどによりアメリカザリガニの駆除を実施した。

カ アカミミガメ

目撃情報等を基にアカミミガメ捕獲用のわなを設置し、駆除を行った。

４ 地球温暖化対策事業

あきる野市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び第五次あきる野市地球温暖化対策実行計

画（事務事業編）に基づく取組を推進した。

（１）温室効果ガス排出量等の集計

ア 第四次あきる野市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、市施設の光熱水及び冷

媒封入設備の状況、用紙購入量等の管理を行い、温室効果ガスの排出抑制を推進した。

イ 業務委託

（２）省エネの推進

省エネの代表的な取組を示す「省エネ型生活１０か条」やエネルギー消費量を入力することで、

各家庭の二酸化炭素排出量を知ることができる「環境家計簿」の取組を市ホームページにより周

知した。また、地球温暖化対策の取組として、家庭向けの省エネセミナーの実施及び省エネ家電

製品購入助成金事業を実施した。

ア 省エネセミナー

実 施 日 内 容

令和５年４月１日
～令和６年３月３１日

木の本数
１ 期間内に確認した被害木本数 ５９１本
２ 市の所管施設等における伐採本数 ６本
３ 市民による伐採 １０本

件 名 内 容 補助金交付件数（件） 補助金額（円）

クビアカツヤカミキリ対策
事業補助金

防除 ０ ０

伐採 ５ ４４８，０００

実 施 日 従 事 者 数（人） 内 容

令和５年 ８月２５日 １５（内職員５）
釣りによる捕獲 ４１匹
網による捕獲 ２７０匹
捕獲数 ３１１匹

令和５年１０月２日
～令和５年１１月１３日

２（内職員２） わなによる捕獲 １２９匹

実 施 日 内 容

令和５年１１月２１日
～令和５年１２月２２日

多摩川（くじら池）に日光浴わなを設置
捕獲数 ０匹

件 名 内 容 委 託 料（円）

地球温暖化対策進行管理
集計業務

温室効果ガスの総排出量その他環境負荷及
び計画の目標達成の状況などの点検
１ 本年度実績の調査
２ 前年度実績値の全体集計
３ 前年度課・施設別点検報告

９０２，０００

開 催 日 内 容 参 加 者 数（人）

令和５年 ８月 ６日
「親子向け勉強会 地球環境と省エ
ネ ～上手な電気の使い方～」

１７

８月 ６日
「市民向け勉強会 省エネ・節電！
～上手な電気の使い方～」

２９
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イ 省エネ家電製品購入助成金

省エネ家電への買い替えを行った市民に対し、買い替えに係る費用の一部を助成した。

１２月２日
「家庭向け省エネセミナー ～冬に
できる省エネ方法～」

１０

助 成 件 数（件） 助 成 金 額（円）

４５５ ５，８６６，０００
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環境政策課 環境の森推進係

１ 郷土の恵みの森づくり

郷土の恵みの森構想及び生物多様性地域連携保全活動計画に基づく地域との協働の森づくりとし

て、町内会・自治会等が主体となり取り組んでいる昔道や尾根道の補修、景観の整備等を行う郷土

の恵みの森づくり事業に対して交付金を交付した。令和５年度は、１３の町内会・自治会等により

２１か所で事業が実施された。

カシノナガキクイムシ等を原因とするナラ枯れの被害を防止し、生物多様性の保全を推進するた

め、ナラ枯れの被害木又は被害を受けるおそれのあるコナラやミズナラ等のブナ科の樹木の所有者

等に対して、倒木や落枝等により人身や家屋等に危害を及ぼすおそれがある被害木の伐採等に要す

る費用の一部を補助した。

（１）昔道・尾根道補修等事業

（２）景観整備事業

（３）ナラ枯れ対策事業

２ 森林レンジャーあきる野

森林レンジャーあきる野は、登山道や山林地帯を巡視し、整備・補修するとともに、市内に生息

町内会・自治会 内 容
期間
(年目)

距離
(ｋｍ)

階段
(ｍ)

標識
(か所)

金 額
(円)

養沢自治会
サルギ尾根登山道補修事業 13 3.0 0 0 92,400

大野道補修事業 9 1.4 0 0 50,000

深沢自治会
大カシ・堀田尾根道整備事業 14 3.8 30 0 126,280

大杉への探索路整備事業 11 0.6 50 0 50,000

三内自治会 天竺山周辺散策道整備事業 14 1.2 150 3 98,160

高尾自治会 高尾神社周辺尾根道整備事業 12 1.2 0 0 50,000

菅生町内会
菅生南尾根周遊道整備事業 13 4.0 0 0 77,600

菅生北尾根周遊道整備事業 14 3.8 0 0 73,720

合 計 ― 19.0 230 3 618,160

町内会・自治会等 内 容
期間
(年目)

金 額(円)

深沢自治会
深沢川周辺景観整備事業 14 150,000

南沢地区景観整備事業 14 150,000

軍道自治会
軍道地区石原沢景観整備事業 14 150,000

軍道地区まがめひろば景観整備事業 11 50,000

乙津自治会 乙津地内景観整備事業 13 150,000

青木平自治会 西青木平橋周辺景観整備事業 13 150,000

寺岡自治会 二反坂周辺景観整備事業 13 150,000

山下自治会 堂沢周辺景観整備事業 13 150,000

小机自治会
まいまい坂周辺景観整備事業 13 150,000

坂下周辺景観整備事業 2 300,000

網代自治会 弁天山公園周辺景観整備事業 10 100,000

北郷いさぐり会 北郷いさぐり地区景観整備事業 8 150,000

三内自治会 天竺山山頂周辺景観整備事業 5 100,000

合 計 ― 1,900,000

補助金交付件数 内 容 補助金額（合計）

８件 被害木の伐採２４本 1,300,000
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する動植物の調査、滝や沢、巨木などの地域資源の掘り起こしなども行っている。さらに、地域の

森づくりに関連した自然環境体験イベントの開催など、森とその周辺にある地域資源の持つ魅力を

市内外に向けて発信している。

また、市内の公立小学校の校外授業など、自然環境に関する活動を実施している。

（１）環境教育に関する主な活動状況

（２）情報発信の取組

ア 森林レンジャーあきる野新聞の発行 ８回

イ 森林レンジャーがゆく（広報掲載） ９回

３ 森林サポートレンジャーあきる野

郷土の恵みの森構想の実現に向け、町内会・自治会等との協働により郷土の恵みの森づくりを進

めるため、市職員及び市民等による「森林サポートレンジャーあきる野」を設置している。

（１）隊員の構成

ア 人数 ７６人（令和６年３月３１日現在）

イ 内訳

（ア）市職員 １７人

（イ）市民等 ５９人

（２）活動状況

令和５年１１月２６日の菅生の森づくり事業（コナラの植樹）に３人が参加した。

４ 森の子コレンジャー

森づくりの推進役である森林レンジャーあきる野とともに、あきる野の自然と文化を守り引き継

いでいく郷土愛を持った人材を育てることを目的に、第１３期森の子コレンジャー（公募で募集し

実 施 日 内 容 参加者数

令和５年 ４月１９日 五日市小学校４年生校外学習 ７６

５月２９日 菅生大沢地区整備意見交換会 ９

６月 ９日 西秋留小学校３年生校外学習 ７３

６月１６日 東秋留小学校３年生校外学習 ７９

６月２９日 屋城小学校３年生校外学習 ４１

７月 ６日 寿大学秋川校講師 ４４９

７月１１日 寿大学五日市校講師 １１２

９月２１日 前田小学校３年生校外学習 ６１

９月２５日 市民解説員研修会講師 １９

９月２６日 増戸小学校３年生校外学習 ８４

１０月 ３日 多西小学校３年生校外学習 ６２

１０月１７日 草花小学校３年生校外学習 １０６

１０月２４日 東秋留小学校３年生校外学習 ７９

１０月３１日 南秋留小学校３年生校外学習 ７６

１１月４日、５日 ＧＴＦグリーンチャレンジデー２０２３（新宿御苑） ―

１１月１２日 あきる野里山保全担い手講座講師 １０

１１月２６日 菅生大沢森林再生整備活動 １５

令和６年 ２月１２日 森林レンジャーあきる野ツアー ６

３月 １日 すぎの子保育園自然学習 １２

３月２４日 一の谷小学校３年生校外学習 ２９
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た小学４、５年生の１０人）が１年間活動した。

また、森の子コレンジャーＯＢによる同窓会として、自分たちが活動した森などの観察を行った。

（１）第１３期活動状況

（２）同窓会活動

５ 小宮ふるさと自然体験学校の運営

子どもたちを中心に自然とのふれあいや環境学習の場を提供することにより、心豊かな人間性を

育むとともに、地域の活性化を図るため、小宮ふるさと自然体験学校を拠点とした各種自然体験事

業等の実施及び施設の貸出しを行った。

（１）自然体験事業等

（２）その他イベント等

６ 自然環境学習

自然環境の保全や郷土愛を育む人材を育てるため、子どもたちが豊かな自然とふれあい、自然環

境の大切さや生物多様性を学ぶ自然環境学習を業務委託により実施した。

実 施 日 内 容

令和５年 ５月２１日 始動式と初夏の自然（五日市出張所、五日市地区）

６月 ４日 ビオトープと梅雨の自然（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

９月 ３日 どんぐりと野生動物（網代、高尾地区周辺）

９月２４日 鳥の渡り（金比羅山、五日市地区周辺）

１１月１２日 秋の自然発見、昔道を知る山登り（落合地区～金比羅山）

１２月 ３日 ビオトープ整備（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

令和６年 １月１４日 秋川の冬の生き物（秋川下流）

２月２３日 哺乳類の痕跡と生物の冬越し（網代、高尾地区）※雨天中止

３月２４日 修了式とビオトープ（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

実 施 日 内 容

令和５年１１月２３日
第３期から第１２期同窓会
ビオトープ整備（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

内 容 利用者数

あきる野市の自然体験事業（森っこサンちゃんクラブ等） １３５

市内小中学校の自然体験事業 ６４５

その他、学校等の体験事業 ８４

団体の自然体験事業（市内の団体） ８３９

団体の自然体験事業（市外の団体） ５３３

森の子コレンジャー ４３

見学（校内見学）等 １７６

合 計 ２，４５５

内 容 利用者数

ふれあい交流事業 ７２０

施設の貸出し １，３４９

その他（自然体験事業下見等） ３７

合 計 ２，１０６

事 業 名 内 容 回数 参加者数

菅生子どもの森活動 火起こし体験など ４ ３３

子どもが主役のオオムラサキの森活動 オオムラサキの幼虫調査など ５ ４３

合 計 ９ ７６
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７ ホタルの里づくり

（１）ホタルの里づくり推進事業

ホタルが生息している地域の町内会・自治会が中心に行っている河川の清掃などの保全活動や

ホタルの鑑賞会などの取組を支援した。

（２）ホタル保全活動事業

圏央道のトンネル上部に設置された菅生公園内の管理及び水路の美化等によるホタルの保全活

動を「菅生ホタルの里づくりの会」に業務委託した。

ア 委託事業者 菅生ホタルの里づくりの会

イ 履 行 期 間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

ウ 委 託 料 ５４，０００円

（３）ホタルの里づくり推進事業に係る情報連絡会

ホタルの保護や環境整備に取り組んでいる団体を対象に、情報交換会を開催した。

８ 森っこサンちゃん

市のイメージキャラクターである「森っこサンちゃん」は、各種刊行物や各種イベント等におい

て、里山環境の保全や観光のＰＲ活動などに広く活用されているほか、「『森っこサンちゃん』の

使用に関する要領」に基づき、事業者により各種商品等に活用されている。また、着ぐ

るみについては、「『森っこサンちゃん』着ぐるみ使用基準」に基づき、市のイベント

等で活用している。

（１）各種商品(令和６年３月３１日現在)

（２）着ぐるみの活用

町内会・自治会 団 体 名 金 額（円）

深沢自治会 深沢ほたるの会 ５４，０００

雨間町内会 南郷用水ホタルの会 ５４，０００

落合自治会 落合自治会ほたるの会 ５４，０００

下引田町内会 一の谷地区ほたるの会 ５４，０００

合 計 ２１６，０００

開 催 日 内 容

令和５年７月２０日
ホタルの保全活動を実施している団体代表者による講演を行った
後、各団体の取組状況や課題等について情報交換を行った。

商 品 名 取 扱 店 舗 等

食
品

焼菓子（まんじゅう） 恵比寿屋、㈲中島屋

ポテあられ、缶ドロップ、ゆずほうじ茶 新四季創造㈱

そ
の
他

マルチペン、ノック式消しゴム、手ぬぐい、靴下、絆創
膏、トランプ、アクロボール、温泉の素、缶バッチ、ス
トラップ、ボールペン、クリップ、付箋、うちわ、マス
キングテープ、Ｔシャツ

新四季創造㈱

マグネット、バッチ、キーホルダー、コースター、カレ
ンダー

マンホールグッズ俱楽部

マンホールカレンダー ㈱アートプリントジャパン

反射材キーホルダー ㈱メルシータウン

Ｔシャツ、ポロシャツ、スイムキャップ シンコースポーツ㈱

消臭Ｔシャツ ㈱久松機工

事業 市主催又は共催 環境教育関連 観光・商工関連 その他 合 計

回数 ２６ １ ２ ０ ２９
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生活環境課 生活環境係

１ 環境確保条例に関する委任事務

環境確保条例（都民の健康と安全を確保する環境に関する条例）に基づく事務の一部を都から受

任しているため、同条例に基づく工場の認可、指定作業場の届出及び地下水揚水施設の揚水量報告

に係る指導等を行った。

（１）工場設置及び変更認可件数の推移

（２）指定作業場設置及び変更届出件数の推移

（３）地下水揚水量報告書提出件数

２ 騒音規制法及び振動規制法に基づく届出

騒音規制法及び振動規制法により、特定施設の届出に係る指導等を行った。

（１）騒音規制法に基づく特定工場数と特定施設数

（２）振動規制法に基づく特定工場数と特定施設数

（３）騒音規制法に基づく特定建設作業の届出数 １０件

（４）振動規制法に基づく特定建設作業の届出数 ８件

３ 公害に関する苦情

（１）苦情受付現象別件数

（２）発生源別・用途地域別苦情受付件数

種 類 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

設置認可 ４ １ １ １ １

変更認可 １ ５ ３ ５ ７

種 類 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

設置届 ２ ０ ６ １ ２

変更届 ０ ２ １ ４ ２

工場 ４ 指定作業場 ７ その他 ６ 合計 １７

種 別 秋川地区 五日市地区 合 計

特 定 工 場 ６９ ５４ １２３

特 定 施 設 ５０２ １９４ ６９６

種 別 秋川地区 五日市地区 合 計

特 定 工 場 ６４ ２８ ９２

特 定 施 設 ６０３ １５２ ７５５

区分 悪臭 汚水 騒音 振動 粉じん ばい煙 焼却行為 その他 合計

件数 ６ １ ２７ １ ５ ０ １８ １００ １５８

用途地域

公害種目

受 付

低層
住宅

中高
層住
宅

住宅
地域

近隣
商業

商業
準工
業

工業
工業
専用

無指
定

合 計

発
生
源
別

工 場 ４ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ４ １３

指定作業場 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ３

建 設 作 業 ６ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ９

一 般 ８１ ５ ７ ３ ０ ３ １ ０ ３３ １３３

合 計 ９１ ６ ７ ３ ０ １０ １ ０ ４０ １５８
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４ あき地の管理の適正化に関する条例に基づく事務

（１）苦情受付発生源別件数

（２）草刈機貸出し件数 ６９件

５ 環境調査

（１）秋川・平井川河川水質調査〈年間４回（※１）実施の平均値〉

※１ 採取日：令和５年５月３１日、８月３日、１１月１日、令和６年２月１３日

※２ 参考値は、河川ＡＡ類型（秋川・平井川・養沢川）の環境基準値である。

（２）清流保全条例施行に伴う湧水及び合流点の水質分析調査（採取日 令和６年２月２０・２１日）

区分 雑草等繁茂 廃棄物放置 害虫発生 その他 合計 指導件数 勧告件数

件数 ５１ ０ ０ ４ ５５ ５２ ０

項目・単位

地点

ＰＨ
水素イオン
濃度

ＢＯＤ
生物化学的
酸素要求量

ＳＳ
浮遊物質量

ＤＯ
溶存酸素量

大腸菌数

- ㎎/l ㎎/l ㎎/l CFU/100ml

西青木平橋(秋川) 7.3 0.6 <1 10.7 3

落合橋(秋川) 7.2 0.6 2 10.7 -

沢戸橋(秋川) 7.5 0.6 1.3 10.6 -

秋川橋(秋川) 7.6 0.6 <1 10.8 11

天王沢(秋川合流点) 7.3 0.6 <1 10.4 -

三内川(秋川合流点) 7.3 0.6 <1 10.5 -

清水荘前(秋川) 7.5 0.6 <1 11.5 -

引田堰(秋川) 7.6 0.6 1.5 11.0 11

秋留橋(秋川) 7.5 0.6 1.3 10.5 -

東秋川橋(秋川) 7.5 0.6 2.3 10.9 14

舞知川(秋川合流点) 7.6 0.7 1.3 10.4 -

高橋上流(養沢川) 7.2 0.7 <1 10.2 0

五日市解体下(養沢川) 7.2 0.7 <1 10.2 1

小宮ふるさと自然体験学
校前 (養沢川)

7.3 0.6 1.3 10.9 -

観音橋(平井川) 7.7 0.7 1.8 10.7 13

小宮久保橋(平井川) 7.7 0.7 1.5 10.6 -

新開橋(平井川) 7.3 0.6 2.5 10.6 -

多西橋(平井川) 7.5 0.6 1.5 11.2 12

鯉川橋(鯉川) 7.4 0.7 3.5 10.0 -

氷沢川ヒル橋(氷沢川） 7.3 0.7 2 10.6 -

参考値（※２） 6.5～8.5
1 ㎎/l
以下

25 ㎎/l
以下

7.5 ㎎/l
以上

20CFU/100
ml 以下

項目・単位

調査場所

ＰＨ
水素イオン
濃度

ＢＯＤ
生物化学的
酸素要求量

全窒素
アンモニア
性窒素

大腸菌数

- mg/l mg/l mg/l CFU/100ml

山田八幡神社裏 7.3 <0.5 3.43 0.03 0

真城寺 7.1 0.5 4.39 0.03 0

白滝神社 7.1 <0.5 4.45 0.10 1

牛沼２８７ 7.2 <0.5 4.42 0.09 2

雨間６９８(※２) - - - - -

秋川グリーンスポー
ツ公園前

6.8 <0.5 3.24 0.03 2
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※１ 湧水の環境基準がないため、河川ＡＡ類型（秋川・平井川・養沢川）の環境基準値を参

考値として記載する。

※２ 雨間６９８・平沢６１７・草花小学校西・折立坂・南秋留小横・舞知川・北川原・ふれ

あい橋では、湧水が確認できなかったため、調査を行っていない。

（３）地下水汚染調査（採取日 令和５年４月１３日）

調査を行った全ての地点、全ての項目について環境基準を満たしていた。 （単位：mg/l）

小川８２０ 6.7 <0.5 5.46 0.02 6

平沢６１７(※２) - - - - -

広済寺付近 6.6 <0.5 6.15 0.02 2

二宮お滝 6.5 <0.5 6.26 0.02 4

二宮神社お池 6.6 0.5 7.81 0.02 4

八雲神社 6.5 0.5 5.71 0.02 2

草花公園 6.6 0.5 3.75 0.03 0

草花１１２７ 6.5 <0.5 3.46 0.03 0

草花小学校西(※２) - - - - -

菅生夫婦橋下 6.6 0.5 6.12 0.02 0

折立坂(※２ ) - - - - -

南秋留小横(※２) - - - - -

旧ミユキ組宿舎
（西）

9.4 0.8 3.16 0.05 2

舞知川(※２ ) - - - - -

広済寺下 7.4 0.5 5.02 0.10 0

玉見ヶ崎公園隣 8.5 0.5 4.54 0.08 4

養沢川 6.8 0.6 0.98 0.02 0

盆堀川 6.9 <0.5 0.99 0.02 2

入野沢 7.1 0.5 1.59 0.02 0

北裏水路 7.0 <0.5 2.57 0.02 0

樽沢 7.4 0.7 2.69 0.02 0

宮の入沢 7.3 0.7 1.26 0.02 2

横沢 7.4 0.5 1.61 0.02 0

引谷川 7.1 0.8 2.43 0.05 4

溝ッ堀 7.2 <0.5 1.18 0.02 2

北川原(※２ ) - - - - -

ふれあい橋(※２) - - - - -

鯉川合流 8.7 0.8 3.07 0.09 0

氷沢川 8.7 1.3 1.53 0.02 4

新開橋下 7.2 1.8 4.27 0.09 2

参考値（※１） 6.5～8.5 1mg/l 以下 基準なし
0.1mg/l
以下

20CFU/100
ml 以下

調査地点

調査項目

草花１ 草花２ 野 辺 雨 間 渕 上 伊 奈 留 原 環境基準

2672
番地
(※)

1837
番地

408
番地

652
番地

312
番地

1133
番地

83
番地

（水道水の水質
基準）

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ - <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 ㎎/l 以下

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ - <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 ㎎/l 以下

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

- <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 1 ㎎/l 以下

※ 草花１では井戸ポンプが故障し採水できなかったため、調査を行っていない。
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（４）その他の水質関係調査

ア 工場等排水調査 年１回 ５事業場

イ ゴルフ場水質調査 年１回 ２箇所

ウ 秋川・平井川大腸菌調査（ふん便性） 年１回 １１箇所

エ 多摩川及び関連河川水質合同調査 年２回 ２箇所

オ 秋川・平井川水生生物調査 年２回 ６箇所

（５）一般大気環境調査（粉じん）（測定日：令和６年１月２４日～２５日（２４時間））

全ての地点で環境基準を満たしていた。 （単位：mg/㎥）

※ 五日市出張所では、２４日の午後に機器が停止したため、２４日～２６日にかけて合計

２４時間の試料採取を行った。

（６）市内主要地点での二酸化窒素調査（簡易調査法（フィルターバッチ法）による）

全ての調査日、全ての地点で環境基準を満たしていた。 （単位：ppm）

調査地点 令和５年度

屋城小学校 0.0160

農業会館 0.0122

一の谷児童館 0.0116

いきいきセンター 0.0094

阿伎留医療センター 0.0098

秋川給食センター 0.0110

汚泥再生処理センター
(旧秋川衛生組合)

0.0117

野辺地内 0.0098

草花地内 0.0091

あきる野市役所 0.0078

五日市センター 0.0075

留原自治会館 0.0046

五日市出張所（※） 0.0053

横沢クラブ 0.0055

ファインプラザ 0.0116

環境基準
１時間値の１日平均値が
0.10mg/㎥以下かつ１時間値が
0.20mg/㎥以下であること

地 点 名 ５月 ９月 １１月 ２月 平均値

野辺交差点 0.006 0.007 0.009 0.015 0.009

小川交差点 0.009 0.009 0.011 0.016 0.011

二宮本宿交差点 0.009 0.007 0.012 0.018 0.012

氷沢橋交差点 0.008 0.004 0.010 0.016 0.010

菅生交差点 0.011 0.006 0.012 0.018 0.012

上菅生バス停 0.004 0.003 0.004 0.008 0.005

瀬戸岡交差点 0.010 0.006 0.010 0.018 0.011

秋川交差点（西秋留） 0.007 0.004 0.009 0.013 0.008

秋川駅西踏切 0.008 0.014 0.010 0.015 0.012

油平交差点 0.009 0.007 0.010 0.016 0.011

秋留橋 0.012 0.009 0.013 0.017 0.013

渕上交差点 0.009 0.006 0.011 0.014 0.010

山田交差点 0.008 0.004 0.009 0.010 0.008

留原交差点 0.004 0.002 0.003 0.006 0.004
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（７）大気中ダイオキシン類調査（測定日：令和５年８月１６日～８月２３日（１６８時間））

全ての地点で環境基準を満たしていた。（単位：pg-TEQ/㎥）

（８）その他の調査

ア 工場等臭気調査 年１回 ２工場

イ 道路沿道環境調査 年１回 ４地点（交通量、騒音調査）

ウ 採石場周辺環境調査 年４回 粉じん・重金属、二酸化窒素、交通量等の調査

エ 事業所関連環境調査 対象事業所２社（水質関係）

（９）多摩西部における光化学スモッグの状況

ア 月別 （ ）内は都内全域の件数 （単位：件）

イ 経年変化

６ 石綿特定粉じん排出等事前調査結果報告（法第 18 条の 15 第６項）

７ 空間放射線測定

定点測定 ６箇所 ４回測定実施（原則として３か月に１回）

８ 環境啓発事業

廃食油からの石鹸づくり事業 年間４回実施

小中野交差点 0.005 0.003 0.005 0.007 0.005

十里木交差点 0.004 0.003 0.004 0.007 0.005

青木平橋入口 0.005 0.003 0.003 0.006 0.004

小宮ふるさと自然体験
学校入口

0.002 0.001 0.001 0.004 0.002

五日市出張所 0.004 0.001 0.002 0.007 0.004

東町交差点 0.006 0.004 0.005 0.010 0.006

武蔵五日市駅前 0.006 0.005 0.007 0.013 0.008

小机バス停 0.010 0.006 0.009 0.012 0.009

全地点の平均濃度 0.007 0.005 0.008 0.012 0.008

環境基準 1 時間値の 1 日平均値が 0.04～0.06 までのゾーン内又はそれ以下

あきる野市役所 五日市出張所 環境基準

０．００９２ ０．００９２ ０．６０以下

種 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 合 計

学校情報 0（0） 2（3） 1（3） 2（9） 0（2） 0（2） 0（0） 5（19）

注 意 報 0（0） 0（1） 0（0） 0（3） 0（0） 0（0） 0（0） 0（4）

警 報 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

年度 ２８年 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年 ４年 ５年

注意報発令回数 ０ １ ２ １ ０ ０ １ ０

解 体 改 修 合 計 立入り件数

８８件 ２３１件 ３１９件 ５０件
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生活環境課 清掃・リサイクル係

１ ごみ処理事業

（１）ごみ収集実績 （行政区域内人口及び収集人口は、令和５年１０月１日現在）

※１ （ ）内の日数は、他の収集日と重なるため、収集日の合計には含めない。

※２ １人１日排出量（ｇ）は、３６６日で除する。

（２）犬猫等死体処理 （単位：頭）

※ 飼主のいる場合は、有料（市役所へ持込み 3,300 円、自宅へ収集 6,000 円）

飼主不明の場合は無料。その他の欄の有料はウサギ・鳥等のペット、無料は主にハクビシ

ン、たぬき、野鳥など。

（３）ごみ収集業者及び収集区域

（４）粗大ごみ収集件数

分別区分
収集量及び
持込み量(ｔ)

収集
日数

（※１）

収集日１日当
り収集量(ｔ)

行政区域内人口
(収集人口)

１人１日
排出量(ｇ)
（※２）

可 燃 ご み
収 集 16,263 103 157.893

79,579

558.4

持 込 み 209 7.2

不 燃 ご み
収 集 313 24 13.042 10.7

持 込 み 2 0.1

資 源 収 集 3,636 48 75.750 124.8

うちﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 収 集 210 (24) 8.750 7.2

うち白色トレイ 収 集 2 (24) 0.083 0.1

うち小型電子機器 収 集 57 (24) 2.375 2.0

有 害 ご み 収 集 30 (24) 1.250 1.0

粗 大 ご み
収 集 327 (122) 2.680 11.2

持 込 み 668 22.9

総 量 21,448 736.3

区 分 犬 猫 その他 合 計

有 料 １８ ３０ １２ ６０

無 料 ３ ７９ ６６３ ７４５

合 計 ２１ １０９ ６７５ ８０５

業 者 区 域

島 田 産 業 ( 有 ) 雨間・野辺・小川・二宮・平沢・牛沼・秋留等

浦 野 産 業 ( 株 ) 草花・瀬戸岡・引田・渕上・秋川等

( 株 ) 鈴 木 商 店 雨間・切欠・菅生・牛沼・大規模事業所

松 村 ダ ス ト ( 有 ) 山田・伊奈・五日市・小中野・戸倉・乙津等

業 者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

島 田 産 業 ( 有 ) 340 281 365 285 304 296 355

浦 野 産 業 ( 株 ) 343 389 400 403 344 320 437

松 村 ダス ト ( 有 ) 153 197 182 147 165 158 213

合 計 836 867 947 835 813 774 1,005

業 者 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

島 田 産 業 ( 有 ) 293 446 235 243 297 3,740

浦 野 産 業 ( 株 ) 441 531 314 273 254 4,449

松 村 ダス ト ( 有 ) 188 209 132 115 128 1,987

合 計 922 1,186 681 631 679 10,176



- 141 -

（５）減免用ごみ袋交付事業実績

（６）ボランティア袋配布事業実績（１組１０枚）

※ 令和６年２月に中央図書館増戸分室での配布を終了し、東部図書館エルでの配布を開始

２ し尿処理事業

（１）し尿処理実績 （人口は令和５年１０月１日現在）

※ １人１日排出量（ℓ）は、３６６日で除する。

（２）し尿処理業者及び収集区域

（３）し尿浄化槽汚泥収集実績 （人口は令和５年１０月１日現在）

※ １人１日排出量（ℓ）は、３６６日で除する。

３ 一般廃棄物処理手数料徴収事務 （単位：円）

該 当 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｈ Ｉ Ｊ 合 計

減免世帯数 528 498 114 7 1,476 105 12 7 2,747

Ａ 生活保護受給世帯

Ｂ 児童扶養手当受給世帯

Ｃ 特別児童扶養手当受給世帯

Ｄ 国民年金の遺族基礎年金受給世帯

Ｅ ６５歳以上のみの世帯で、前年度の住民税が非課税の世帯

Ｈ 身体障害者福祉法により１級又は２級の身体障害者手帳の交付を受けている
方が属する世帯で前年度の住民税が非課税の世帯

Ｉ 東京都愛の手帳交付要綱により、１度又は２度の愛の手帳の交付を受けてい
る方が属する世帯で前年度の住民税が非課税の世帯

Ｊ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律により１級の精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている方が属する世帯で前年度の住民税が非課税の世帯

番号 配布場所
可燃
（大）

可燃
（小）

不燃
（大）

不燃
（小）

合 計

１ 生活環境課 配布組数 1,051 294 68 86 1,499

２ 宿直室 配布組数 3 0 0 0 3

３ 市民課窓口 配布組数 16 6 0 0 22

４ あきる野ルピア 配布組数 55 25 1 6 87

５ 五日市ファインプラザ 配布組数 148 28 4 3 183

６ 五日市出張所 配布組数 136 81 24 27 268

７ 中央公民館 配布組数 62 27 1 2 92

８ いきいきセンター 配布組数 3 2 0 0 5

９ 中央図書館増戸分室 配布組数 0 0 0 0 0

10 西秋川衛生組合 配布組数 5 0 0 0 5

11 東部図書館エル 配布組数 4 0 0 0 4

合 計 配布組数 1,483 463 98 124 2,168

行政区域内
人 口

総収集量
（kℓ）

収集日数
（日）

１日収集量
（kℓ）

収集人口
（人）

１人１日
排出量（ℓ）

79,579 1,271 243 5.230 545 6.37

業 者 サンエー（有） （有）五日市清掃

区 域 秋川地区 五日市地区

行政区域内
人 口

総収集量
（kℓ）

収集日数
（日）

１日収集量
（kℓ）

収集人口
（人）

１人１日
排出量（ℓ）

79,579 3,011 243 12.391 4,084 2.01

区 分 予算現額 調定額 収入額
不納
欠損額

還付
未済額

収入
未済額
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４ 一般廃棄物処理施設見学

西秋川衛生組合ごみ処理施設について、以下の人数の見学を受け入れた。

小学校等の教育機関 ０団体 ０人

一般団体（小学校等の教育機関を除く） ５団体８７人

５ ごみ減量化・資源化事業

（１）イベント関係 あきる野環境フェスティバル２０２３

フリーマーケット等での不用品の再利用啓発や、生ごみ堆肥化講習会、フードドライブ受付や

ごみ袋と分別カレンダーに関するアンケート調査を実施した。

（２）資源集団回収事業

ア 回収実績等

（ア）登録団体数 ９９団体

（イ）実施回数 ８３３回

（ウ）奨励金額 １９，３０３，５１６円（紙類等取引料 4,598,898 円含む。）

（エ）回収量 （単位：kg）

イ 資源集団回収団体表彰 優良３団体

（３）ＥＭ菌生ごみ処理容器貸与事業実績

ア 令和５年度貸与数 ７０世帯・ １３５個

イ 通算貸与数 ３，１３１世帯・６，１３３個

（４）ごみ問題啓発用ポスターコンクール

ア 対象者 市内小学校４年生から中学校３年生まで

イ 応募数 ２７１点（小学校６１点、中学校２１０点）

ウ 審査結果 入賞１１点（小学校３点、中学校８点）※応募点数約３０点に一つの賞

エ 展示期間 令和５年１１月２７日から１２月３日まで

オ 展示場所 中央図書館１階ホール

カ 市内指定ごみ収集袋販売店及び掲出の希望があった店舗４９店に優秀作品を活用した啓発ポ

スターを掲出

（５）廃棄物減量等推進員（ごみ会議）活動実績

ア 会議１１回開催（全体会議兼編集会議）

イ ごみ情報誌「へらすぞう」発行 １回

ウ 生ごみ堆肥化講習会 ６回 １１５人参加

エ 小学校への出張ごみ授業

家 庭 ご み 182,739,000 175,121,950 175,121,950 0 0 0

事 業 所 ご み 54,143,000 52,183,800 52,183,800 0 0 0

粗 大 ご み 14,532,000 9,613,200 9,613,200 0 0 0

し 尿 5,172,000 4,138,100 4,090,850 500 0 46,750

動物死体処理 262,000 227,700 227,700 0 0 0

臨時多量ごみ 1,860,000 2,146,500 2,146,500 0 0 0

合 計 258,708,000 243,431,250 243,384,000 500 0 46,750

紙 類 鉄 類 アルミ類・銅等の金属 ビン類 ビンケース 合計

1,532,966 24,321 28,642 18,204 154 1,604,287
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小学４年生を対象に、ごみ収集車車両の展示と実演、ごみ処理の仕組み、生ごみの堆肥化な

どの啓発活動を行った。参加者数 南秋留小７０人、草花小９６人、計１６６人

（６）フードドライブ事業食品収集及び提供実績 （５月、１０月、１月 ３回実施）

ア 令和５年度収集実績 本庁舎 ２４９．１ｋｇ ６５件

五日市出張所 ５３．７ｋｇ １５件

合計 ３０２．８ｋｇ ８０件

※ 環境フェスティバルは受付６件（計量なし）

イ 令和５年度食品提供先

ａ 生活困窮相談窓口、子ども子育て支援ネットワークへの提供

２８２．２ｋｇ（１０月１９９．７ｋｇ、２月８２．５ｋｇ）

ｂ ジモティーを活用した一般配付

２０．６ｋｇ（１０月１３．０ｋｇ、２月７．６ｋｇ）

（７）食品ロスに関する周知・啓発事業

学校給食課が実施する食育授業と連携し、あきる野市における食品ロスの状況についての授業

を実施した。（給食残渣の削減、家庭内の食品ロスの削減に関するグループワーク）

市内小学校７校 小学４年生、１５クラスで実施。また、食品ロスを削減する調理法に関する

講演を開催した。

（８）使用済インクカートリッジの回収事業

令和５年８月にジット株式会社と協定を締結し、９月から市内４箇所に使用済インクカートリ

ッジの回収ボックスを設置し、プラスチック製品の再資源化を行った。

ア 設置施設 本庁舎、五日市出張所、五日市ファインプラザ、東部図書館エル

イ 回収実績

※ 80 サイズは縦・横・高さの 3 辺の合計が 80cm 以下、100 サイズは合計が 100cm 以上

使用済インクカートリッジ内に残るインク残量等により重量が変化するため、容積で集計

６ 不法投棄防止対策事業

（１）不法投棄防止パトロール事業

週２回（年間１０１日間）２人１組で市内を巡回し、パトロールと回収作業を行った。

ア 回収件数 １，０５６件

イ 回収量 １４．６６ｔ

ウ リサイクル法等対象投棄件数 ２０件

エ リサイクル法等対象投棄の内訳

（ア）家電リサイクル法４品目処理件数 ２０件

（イ）パソコンリサイクル法品目処理件数 ０件

（ウ）自動車リサイクル法品目処理件数 ０件

（エ）処理不能件数 ０件

（２）河川等清掃及び不法投棄ごみ収集

サイズ 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

80 サイズ以下 6 7 5 8 2 2 1 31

100 サイズ以上 0 1 0 0 3 1 1 6

合計 6 8 5 8 5 3 2 37
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７ 斎場事業

（１）火葬場使用状況 （単位：回）

（２）斎場使用状況 （単位：回）

８ 家庭用小型焼却炉無料回収事業

令和５年度については、小型焼却炉の回収実績なし。（０件）

９ 一般廃棄物収集運搬事業者燃料等価格高騰対策事業

原油価格の高騰の影響を受けているあきる野市一般廃棄物収集運搬事業者に対し、燃料費に係る

費用の負担軽減を図るため、影響額を踏まえた支援を行った。

（１）交付件数 ６件（ごみ事業者４件、し尿事業者２件）

（２）交付金額 １，８００，０００円（ごみ事業者 1,700,000 円、し尿事業者 100,000 円）

実 施 日 作業名 内 容

令和５年５月２８日（春季）、
１１月２６日（秋季）

あきる野市
一斉清掃

町内会・自治会、漁協（五日市地区）、ＰＴ
Ａ等の協力により、春、秋の２回、市内各地
の道路や河川等の清掃を実施した。
町内会・自治会参加人数
春季 参加人員 １２，９８８人

ごみ収集量 １７．９２トン
秋季 参加人員 １１，７９７人

ごみ収集量 １８．５６トン

令和５年４月３日
～令和６年３月２５日

河川等ごみ
収集

あきる野市シルバー人材センター、自治会等
に委託し、河川等の投棄ごみを収集した。
委託延べ人員 ７１６人

令和５年４月２２日
～令和６年２月１０日

団体による
道路・河川
等清掃

市内小中学校ＰＴＡにより、道路や河川等の
清掃を実施した。
参加延べ人員 ２，３５１人
（うち河川は４００人）

市町村名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 合計

あきる野市 71 94 74 86 78 73 97 94 108 96 84 90 1,045

日 の 出 町 22 25 22 30 20 29 30 24 26 28 36 31 323

檜 原 村 7 10 5 4 7 6 4 6 8 11 8 1 77

奥 多 摩 町 12 11 13 14 11 16 18 14 17 9 8 12 155

組 合 外 7 6 11 15 8 14 14 7 11 19 16 18 146

合 計 119 146 125 149 124 138 163 145 170 163 152 152 1,746

市町村名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 合計

あきる野市 26 31 24 33 26 25 32 27 31 27 24 28 334

日 の 出 町 5 12 10 9 11 12 7 9 9 8 14 18 124

檜 原 村 0 0 1 0 2 3 1 2 1 3 2 0 15

奥 多 摩 町 3 2 5 1 1 6 4 2 5 0 3 4 36

組 合 外 2 1 2 5 1 0 3 1 1 5 4 1 26

合 計 36 46 42 48 41 46 47 41 47 43 47 51 535
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農林課 農政係

１ 農業総務事業

農業会館の利用実績について

２ 農業振興事業

（１）農業振興資金利子補給事業の利用状況

（２）市民農園貸付状況等

ア 貸付状況

イ 利用者負担金 １，６１１，６００円

ウ 技術指導員報酬 １，２５８，５０４円（管理・指導 年間２５０日）

３ 秋川ファーマーズセンター管理事業

指定管理者による管理

４ 有害鳥獣捕獲事業

農作物等に対する有害鳥獣等の捕獲の状況

施 設 区 分
利用件数
(延べ利用
団体数)

使 用 料

徴 収 分 減 免 分

件数 金額（円） 件数 金額（円）

展 示 室 ２１０ ２１０ ２０１，８００ ０ ０

会 議 室 ２５ ２２ １６，８００ ３ ２，８００

研 修 室 ０ ０ ０ ０ ０

集 会 室 １４１ １０４ ８５，２５０ ３７ ５３，０００

合 計 ３７６ ３３６ ３０３，８５０ ４０ ５５，８００

資 金 の 用 途 件数
貸付金

（千円）
利子補給額

（円）
備 考

市長が認めた災害復興
資 金

３ ３，９７０ １，９１１
雪害による被災パイプ
ハウス等

農 園 区 画 数 貸付区画数 利 用 者 数

上 ノ 台 農 園 ６４ ５８ ３７

上 ノ 台 第 ２ 農 園 ７６ ７３ ５３

森 ノ 上 農 園 ８６ ７８ ５４

合 計 ２２６ ２０９ １４４

名 称 指定管理者 指 定 期 間
令和５年度
利用者数

秋川ファーマーズセンター 秋川農業協同組合
平成３１年４月１日

～令和６年３月３１日
２４５，４２６

実 施 期 間 獣 種 実 施 区 域 頭羽数

令和５年４月１日
～令和６年３月３１日

イノシシ 市内全域（市街地を除く。） ４４頭

サル 五日市地区（市街地を除く。） ８頭

ハクビシン
タヌキ

アライグマ
アナグマ

市内全域 １９８頭

キジバト
カラス
ドバト

ムクドリ

市内全域（市街地を除く。） ５９羽
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５ 獣害防止対策事業

（１）獣害防止警戒システム整備事業委託

ア 委託先 東京都猟友会五日市地区

イ 委託業務 サルの追い払い

五日市地区（五日市・戸倉・小宮地区）２人 １５０日間

ウ 委託料 ４，１３０，０００円

（２）加害獣侵入防止対策事業

ア 簡易電気柵貸出件数 ８１件

イ 電気柵設置補助 寺岡地区 １３３．５ｍ ８８７，０９５円

戸倉東部地区 ２０３．５ｍ １，１６６，０００円

（３）有害鳥獣捕獲支援事業

ア 有害鳥獣捕獲業務委託 ２，８５０，０００円

イ 有害鳥獣絶命処分業務委託（ハクビシン等） ２１０，０００円

ウ 有害鳥獣捕獲業務委託（カラス等） １００，０００円

（４）あきる野の農と生態系を守り隊事業補助金

ア 保険加入補助 ５３件 ８６，１１０円

イ 技能講習等補助 ７件 ９９，４００円

ウ 診断書料補助 ９件 ２８，７００円

６ 地域農政推進対策事業

（１）認定農業者等担い手育成総合支援協議会

（２）新規就農者相談センターの設置

新規就農者相談員を１人配置し、新規就農を目指す者に対して支援を行った。

支援対象者 ５件

（３）認定新規就農者

３戸の認定新規就農者が、新たな担い手候補として営農開始することができ、農業経営者の育

成を進めることができた。

７ 畜産振興事業

家畜公害防止奨励事業

都市化が進行する中で、近隣住民等に理解が得られる生活環境とするため、農業振興会畜産部

に対し、畜産公害防止のため薬剤購入補助を行った。

ヒヨドリ

シカ 市内全域（市街地を除く。） ２０頭

開 催 日 内 容

令和５年９月２２日

令和４年度事業報告について
令和５年度事業計画（案）について
令和５年度アクションプログラム（案）について
農業経営改善計画認定審査（新規）
新規就農者提案型農業経営支援事業プレゼン発表

令和６年３月 １日
農業経営改善計画認定審査（更新：５件）
青年等就農計画認定審査（新規：３件）
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補助金額 １８０，０００円

８ 自然休養村事業

（１）戸倉運動場管理及び使用状況

（２）運動場整備委託

ア 草刈作業委託 ７回

イ シルバー人材センター等 ２０６，１３２円

９ 用排水路整備事業

用排水路清掃委託

10 農業振興地域農用地証明書発行件数 ３件

11 農業団体育成事業

（１）農業振興事業業務補助金

あきる野市農業振興会 ２，０００，０００円

（２）主な事業内容

ア 家畜疫病予防事業

法定伝染病予防対策として、次の予防接種等を行い、伝染病の発生を未然に防いだ。

（ア）ＩＢＲ予防接種

４酪農家の乳牛８０頭に六種混合を接種した。

（イ）鶏のマレック・ニューカッスル病予防接種

２養鶏農家の１４，９００羽に接種した。

イ 畜産公害対策事業

畜産経営が安心して営めるように、畜産農家（７戸）が希望する畜舎消毒用等の薬剤を一括

購入し、ハエや蚊などの発生を軽減させ畜舎の環境衛生に努めた。

ウ 農業後継者育成対策事業

将来の農業のあり方・多様化した農業の諸問題について研究するため、農業後継者部が意見

交換会等を実施した。

利用件数
［利用日数］

（利用団体数）

使 用 料

徴 収 分 減 免 分

件数 金 額（円） 件数 金 額（円）

１８４
［１８４]
（２６）

１２６ １６３，２００ １２０ １５７，２００

番 号 件 名 金 額（円）

１ 下代継用排水路 ２９７，０００

２ 東郷前用排水路 ３９６，０００

３ 西郷前用排水路 ２６６，２００

４ 高瀬用排水路 ２９９，２００

５ 引田用排水路 ２８６，０００

６ 草花用排水路 ２９７，０００

７ 小川久保用排水路 ２５３，０００
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エ 農畜産物生産技術育成事業

優良牛品種改良研究

泌乳能力の優れている種牛の凍結精液を導入し、品種改良による乳量増大を目指すことで経

営の安定を図った。

オ 先進地視察研修等事業

カ 農業振興対策事業

市農業の発展と都市との調和を考え、市民に「あきる野農業」をＰＲするとともに、農業者

自身も幅広い知識を習得した。また、農業者相互の連携を密にすることで、農業振興を図った。

（ア）第２７回あきる野市産業祭参加 令和５年１１月１２日

a 農産物品評会 出品点数２４７点

b たい肥の無料配布 先着１５０人

c 仔牛の写生会 参加者１００人

d のらぼう菜苗の無料配布 各日先着１００人

e おやき・さつまスティックの販売

（イ）立毛審査会の実施 令和５年９月４日 対象作物「さといも」 参加者４人

（ウ）農業用資材の調査研究

環境に優しい農業資材（生分解性マルチフイルム）の活用（４１５本）

（エ）緑肥事業の実施

持続可能な農業を実現するため、緑肥用ひまわり畑を作ることにより、土壌改良に取り組

んだ。（参加者１２人）

（オ）農産物盗難防止活動 令和５年６月５日から９月３０日まで

盗難防止看板の設置及びパトロール

（カ）農業振興会だよりの発行 年３回発行（６月、１０月、１月）

12 田園景観保全事業

引田地区及び小庄地区の水田にレンゲソウの種子を蒔き、景観整備を行った。

13 農業経営基盤強化促進法による農地の利用集積事業

利用権の設定

（１）件数 ３７件（５４筆） （３）契約期間 １年～１０年

（２）面積 ４０，２７４㎡

14 新規就農者提案型農業経営支援事業

市内で新たに農業経営を始める農業者に対し、農業経営を行うために必要な施設、機械等の購入

に要する経費の一部について補助を行った。

（１）補助対象者 新規就農者 ３戸

部会等 開催日 内容

農産物
生産部

令和５年 ８月２９日

１０月２９日
令和６年 ２月２０日

「静岡県温室農業協同組合クラウンメロン支所」視察
静岡県袋井市

「東京都農業祭」視察 東京国際フォーラム
「食と農の科学館」視察 茨城県

後継者部
令和６年 ２月２０日

～２月２１日
「フルーツパーク斎庵（イチゴ栽培施設見学・講
習）」視察 山梨県南アルプス市



- 149 -

（２）補助事業の内容 バッテリー動力噴霧器、二輪管理機、搾乳機、細霧システム

（３）補助金額 １，３０１，０００円

15 新規就農者育成総合対策事業（農業次世代人材投資事業）

農業従事者の減少及び高齢化に対応するため、経営の不安定な就農初期段階の青年就農者に対し

て、あきる野市新規就農者育成総合対策費補助金を交付した。

（１）交付対象者 新規就農者 ４戸

（２）交付金額 ６，０００，０００円

16 魚道維持管理事業

「魚が常に溯上、降下できる河川」を実現するために、秋川漁業協同組合等の関係団体・機関が

現状における管理上の問題点や課題に係る情報を共有しつつ、魚道の維持管理を行った。

17 農道補修工事

※ 上ノ台３号線５号線カーブミラー、停止線復旧、注意看板設置

18 新規就農者定着支援施設整備事業

「東京の農業」を担うことが期待される新規就農者に対し、就農に必要となる施設や農業用機械

等の導入を支援することで、早期に安定した経営の開始ができるようにした。

（１）補助対象者 市内農家２戸

（２）補助事業内容 パイプハウス３棟（育苗、貯蔵、農機具格納庫）、トラクタ－２台、フレー

ルモア２台、プラソイラ、つる刈機、半自動野菜移植機、堀上機、低温貯蔵

庫、さつまいも洗浄機、パイプハウス＋準備作業室、トラクタ－、肥料散布

機、管理機、二輪管理機

（３）補助金額 ２６，１１７，０００円

19 都市農業経営力強化事業

意欲のある農業者に対して都市の有利性を活かした農業経営力を強化するため、施設や農機具等

の導入を支援し、地域農畜産物の生産性、品質の向上、高付加価値化を実現した。また、市民等に

新鮮で安全な農畜産物を１年間通じて供給することで、地産地消型農業を推進した。

（１）補助対象者 市内農家１戸

（２）補助事業内容 黒ニンニク発酵機１台（１２０ｋｇ）

（３）補助金額 ４，３８７，０００円

番 号 件 名 金 額（円）

１ 魚道維持管理委託 下代継堰内 ２９９，８６０

２ 魚道維持管理委託 引田堰内 ２９４，３６０

３ 魚道維持管理委託 小庄堰内 ４２５，７００

番 号 件 名 金 額（円）

１ 農道補修工事(舗装･雨水枡・側溝）上軍道地内 ８６７，０２０

２ 農道補修工事(交通安全施設）上ノ台地内 ※ ８１９，５００

３ 農道補修工事(舗装･雨水枡） 上ノ台･山田地内 ２９８，１００
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20 農業者燃料等価格高騰対策支援事業

原油価格・物価高騰の影響を受けている市内の農業者・畜産業者に、肥料・飼料・燃料（電気・

水道・ガソリン代など）に係る費用の負担軽減を目的として支援金を支給し、経営の安定化を図っ

た。

（１）支援金支給者 市内の農家及び畜産農家５７戸

（２）支援事業内容 支援対象経費（令和４年中経費）に支援率を乗じて得た金額の合計額を支援

金として支給

支援対象経費：肥料費の４０％ 支援率：３０％

支援対象経費：飼料費 支援率：４０％

支援対象経費：燃料費 支援率：２０％

（支援上限額 農家２００，０００円、畜産農家５００，０００円）

（３）支援金額 ７，７１０，０００円
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農林課 林務係

１ 市有林整備事業

市が直接管理している森林の保育・管理等を計画的に実施した。

（１）面積 ３９．９１ha

（２）事業費 ３，１８７，８００円

２ 林道事業

林業生産基盤強化のため、林道の開設、改良を進めるとともに、市が管理する全１５路線でおお

むね１か月に一度は安全点検を行い、必要に応じて路側の草刈りや側溝の清掃等の維持管理を実施

した。

３ 森林再生事業

木材価格の低迷等によって林業の採算性が低下し、手入れが行われず、荒廃が進んでいるスギ・

ヒノキの人工林について、３割間伐を実施した（現地確認実施）。

（１）協定書締結件数 １６件

施 業 場 所 面積 (ha) 内 容

あきる野市戸倉地内 ０．３５ 枝打工

あきる野市養沢地内 ０．６６ 大刈工

あきる野市乙津・高尾地内 ３７．１６ ＧＰＳ測量

あきる野市深沢地内 １．６０ 大刈工

あきる野市戸倉地内 ０．１４ 下刈工、間伐工

工 事 件 名 工 事 内 容 工 事 費（円）

林道大ナベリ沢線開設工
事

工事施工延長Ｌ＝４４．０ｍ
幅員Ｗ＝３．０ｍ
路面工Ａ＝１２４．９㎡
Ｌ型側溝工Ｌ＝２３．５ｍ
ガードレール設置工Ｌ＝４８．７ｍ
補強土壁工Ａ＝４９５．３㎡（壁面
面積）他

６５，２７５，２９５

林道南沢線災害復旧工事

工事施工箇所Ｎ＝３箇所
境石工Ｌ＝１８．７ｍ
現場打側溝工Ｌ＝７．１ｍ
木製枠工Ｌ＝６．０ｍ
法面工Ａ＝８４．１㎡
法面工Ａ＝１８８．２㎡
Ｕ形側溝工Ｌ＝２１．０ｍ
高密度ポリエチレン管工
Ｌ＝１０６．６ｍ他

１３，９２５，４７２

林道伝名沢線災害復旧工
事

工事施工延長Ｌ＝４２．５ｍ
幅員Ｗ＝４．０ｍ
路面工Ａ＝１７５．０㎡
法面工Ａ＝１０２．６㎡
補強土壁工Ａ＝１２９．０㎡（壁面
面積）
舗装止工Ｌ＝２０．０ｍ
Ｕ形側溝工Ｌ＝２２．０ｍ
集水桝工Ｎ＝２箇所他

２７，７０８，４１５

林道維持補修工事
（林道南沢線外４路線）

横断側溝工等 ４，９９９，５００
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（２）実施面積 ５４．９０ha

（３）事業費 ４６，２３５，９３１円（東京都負担）

４ 枝打ち事業

過去に森林再生事業（間伐）を実施した森林について、枝下から一律４．０ｍの枝打ちを実施し

た。

（１）承諾者数 ８人

（２）実施面積 ７．０９ha

（３）事業費 １６，４４８，８６７円（東京都負担）

５ 森林計画関係

（１）森林整備推進協議会 １回（書面開催）

（２）森林経営計画認定及び変更認定 ４１件

（３）森林経営計画認定同意及び変更認定同意（属人計画） ２件

（４）森林経営計画認定区域外伐採届（森林法第１０条の８）処理 ２２件

（５）森林経営計画認定区域伐採届（森林法第１５条）処理 １１件

（６）保安林内間伐届（森林法第３４条）受理通知処理 ６件

（７）森林の土地の所有者届出書受理及び通知 ５件

６ 採石事業関係

（１）採石生産量報告書受理件数 ２４件（２社）

（２）採石場パトロール 令和５年１１月１４日実施（２か所）

７ 治山事業

（１）治山工事協議（現地確認） ６か所

（２）治山工事に伴う測量設計・調査等（東京都施工） ２件

（３）治山工事（東京都施工） ３か所（戸倉地内他）

８ 他自治体等との連携事業

（１）みなと区民の森・みなと森と水ネットワーク会議

ア みなと区民の森調整連絡会 ０回

イ みなと区民の森環境学習（間伐体験・生き物観察） ５６回

ウ みなと森と水ネットワーク会議 ４回

エ みなとモデル二酸化炭素固定認証制度事業者追加登録件数 １件

オ みなとモデル二酸化炭素固定認証書発行件数 ０件

（２）新宿の森 あきる野

「新宿の森 あきる野」自然体験ツアー 新型コロナ対策のため中止

（３）サントリー天然水の森奥多摩

パタ柵設置 １４９．９ｍ
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９ 森林環境保全事業

森林環境譲与税を活用し、森林経営管理制度に基づき、所有者不明や境界未確定により荒廃した

森林を整備するほか、搬出困難箇所の森林整備、森林・林業の普及啓発、多摩産材の利用促進等に

係る事業を実施した。

（１）地域林政アドバイザーの雇用

市内の森林や森林整備事業の精通者を雇用し、職員や事業者に対する助言や森林経営管理制度

の運用に向けた現地調査等を実施した。

ア 人数 １人 イ 出勤日数 １４４日

（２）多摩産材の利用促進等

ア ＰＲパンフレットの配付

事業者と連携して作成したＰＲパンフレットを都内の自治体等に配付した。

（ア）部 数 ５００部

（イ）配付先 ４７区市町、関係機関等

イ 普及啓発事業の実施

多摩産材の認知度や林業に対する関心を向上させる試みとして実施した。

（ア）林業現場見学会

a 実施日 令和５年１２月７日、１２月９日

b 場 所 市有林～戸倉しろやまテラス～森林循環促進事業地（日の出町肝要）～秋川

渓谷瀬音の湯

c 参加者数 ５人

（３）森林クラウドシステムの活用

近隣市町村とともに東京都森林ＧＩＳクラウドシステムを利用し、森林整備事業や林地台帳の

運用に活用した。

ア 利用自治体数 ６市町村 イ 閲覧・写しの交付件数 ３件（公用・一般）

（４）東京都森林経営管理制度協議会の運営

森林経営管理制度に基づく森林整備及び森林環境譲与税の活用による自治体連携の推進を図る

ため、東京都及び近隣市町村により東京都森林経営管理制度協議会を運営した。

ア 構成自治体数 ６市町村

イ 事業内容 意向調査（２２件、２．３２㏊）、会議の開催、事務局運営等

（５）森林境界明確化事業

森林の適切な整備を広げていくため、森林境界が不明瞭な箇所の境界明確化事業を実施した。

ア 場 所 あきる野市三内地内 ウ 対象面積 ２．０７ha

イ 対象地権者 ３名

（６）搬出困難地における森林整備事業

山地災害の予防や花粉発生源対策の推進を図るため、伐採木の搬出が困難で未整備となってい

る人家や公共施設等に隣接する伐採・整備を実施した。

ア 場 所 あきる野市養沢・高尾地内 イ 伐採・整備面積 ０．２５ha

（７）森林再荒廃防止事業

森林再生事業や搬出困難地における森林整備事業等の実施地において、それぞれの自然環境を

要因として再び再荒廃する恐れのある山林の整備を実施した。

ア 場 所 あきる野市三内・戸倉地内 イ 伐採・整備面積 ０．０３ha
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10 林業振興事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、原油価格・物価高騰により影響を

受けた林業者に対し、燃料等に係る費用の負担軽減を目的とした支援金を給付した。

（１）給付件数 ８件

（２）給付金額 １，４０２，０００円


